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編集
後記

　
実
り
の
秋
を
迎
え
、
戸
沢
学
園
５
年
生
に

よ
る
稲
刈
り
が
10
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
先
生
の
指
導
を
受
け
刈
っ
た
稲
の

束
ね
方
や
、
今
で
は
目
に
す
る
事
が
出
来
な

い
杭
掛
け
を
体
験
さ
れ
、
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

　
指
導
し
て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
、
田
ん
ぼ

を
貸
し
て
下
さ
っ
た
方
や
、
豊
な
自
然
と
大

地
に
感
謝
し
、
食
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
で

下
さ
い
。

　
実
り
の
秋
、
水
田
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
が
大

き
く
エ
ン
ジ
ン
音
を
立
て
て
、
刈
り
取
り
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
１
４
５
号
が
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
刈
り
取
り

が
終
わ
り
、
お
い
し
い
お
米
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
村
で
は
10
月
８
日
の
村
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
11
月
６
日
の
旬
の
市
、
そ
ば

祭
り
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

村
の
文
化
や
お
い
し
さ
に
触
れ
、
村
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
　
柿
﨑
　
英
矢

表
紙
の
言
葉

議会傍聴のお知らせ

12月7日㈬～9日㈮

本議会は、インターネットでもご覧
いただけます。詳しくは議会事務局
☎72-2113にお問い合せください。

次の定例会の予定は下記のとおりです。

10
月
10
日
︵
大
安
︶に
戸
沢
学
園
９
年
生
が
羽
黒
山
・
出
羽
三
山
神
社
で
そ
れ

ぞ
れ
の
道
に
進
む
た
め
�
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
�
当
日
は
雨
降
り
で
し
た

が
�
集
合
写
真
撮
影
時
は
�
９
年
生
パ
ワ
�
で
雨
が
あ
が
り
ま
し
た
�

合格祈願合格祈願9月
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３
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・
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葉
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／
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14
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大
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　９
月
定
例
会
は
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。
報
告
事
項
４
件
、
令
和
４
年

度
補
正
予
算
８
件
（
う
ち
専
決
処
分
の
承
認
１
件
）
、
令
和
３
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
７

件
、
条
例
関
係
２
件
、
規
約
変
更
１
件
、
契
約
締
結
１
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
を

可
決
し
た
。

　一
般
質
問
に
は
５
議
員
が
登
壇
し
、
定
年
退
職
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う
人
事
政
策
、
最
上
地
区
広
域

連
合
の
今
後
の
方
向
性
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
答
弁
後
の
現
状
・
改
善
状
況
、
農
地
整
備
計
画
、
避

難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体
制
等
に
つ
い
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

9月
定例会

令和４年令和3年度各種会計

歳出総額60億2517万円を認定

１
　
戸
沢
村
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
を
整
備
す
る
た
め

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
回
数
制
限
、
取
得
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
対

象
期
間
が
現
行
産
後
８
週
間
を

経
過
す
る
日
ま
で
か
ら
、
子
が

１
歳
に
達
す
る
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

２
　
戸
沢
村
い
じ
め
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
戸
沢
村
い
じ
め
防
止
対
策
の

推
進
に
向
け
て
、
委
員
の
任
期

を
明
確
に
す
る
た
め
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
委
員
の
任
期
は
２

年
と
な
り
、
再
任
を
妨
げ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更

令和４年度戸沢村一般会計補正予算（第５号）
補正額２億4240万円　補正後の額　42億8800万円

◎戸沢村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額210万6千円/補正後の額１億510万6千円
　主な補正内容（歳出）
　光熱水費・修繕費の増93万6千円
◎戸沢村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額1424万9千円/補正後の額1億5724万9千円
　主な補正内容（歳出）
　工事請負費の増1150万円の増
◎戸沢村介護保険特別会計補正予算（第2号）
　補正額3909万4千円/補正後の額7億7944万6千円
　主な補正内容（歳出）
　返還金の増2138万3千円
　予備費の増1254万3千円

条

例

改

正

契

　

　
約

人

事

案

件

常
任
委
員
会
報
告

補正予算

総務費
・庁舎ボイラー等修繕費……………………………………………793万円
・真柄地区開発行為区域道路排水施設工事費……………………600万円
・公園整備工事費 ………………………………………………… 2900万円
・ぽんぽ館施設修繕費………………………………………………500万円
・行政手続きオンライン化対応業務委託料 ……………… 1027万8千円
農林水産業費
・山形県新規就農者育成総合対策事業費補助金……………366万３千円
土木費
・除雪対策委託料 ………………………………………………… 5700万円
・村持家住宅整備促進事業費補助金………………………………700万円
災害復旧費
農地農業用施設災害単独復旧費補助金……………………………500万円
教育費
・工事請負費（戸沢学園防球ネット修繕） ………………… 115万5千円
・文化財保護業務委託料（長倉の大杉枯れ枝除去）……………130万円

◎主な補正内容（歳出）

◎戸沢村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　補正額122万7千円/補正後の予算額1402万7千円
　主な補正内容（歳出）
　予備費の増115万6千円
◎戸沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　補正額23万3千円/補正後の予算額6533万3千円
　主な補正内容（歳出）
　一般会計繰出金の増23万3千円
◎戸沢村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額1443万9千円/補正後の額2億3543万9千円
　主な補正内容（歳出）
　光熱水費・修繕費の増800万円

一般会計

特別会計

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
12
日
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
「
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期

に
つ
い
て
の
陳
情
書
」
を
協
議

し
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
は
売

手
が
買
手
に
適
用
税
率
、
消
費

税
額
を
伝
え
る
手
段
で
、
イ
ン

ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
に
は
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
税
務
署

等
に
よ
り
登
録
に
つ
い
て
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、
既
に
登
録

し
て
い
る
業
者
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
延
期
に
つ
い
て
は
更
な
る

調
査
が
必
要
と
判
断
し
、
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
　
　
委
員
長
　
伊
藤
　
　
一

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
近
年
、
他
県
で
盛
土
が
要
因

と
な
っ
た
土
砂
災
害
発
生
が
あ

り
、
残
土
を
危
険
視
す
る
上
本

郷
地
区
会
よ
り
村
議
会
に
対
し

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
土
砂
は
、
村
内
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
平
成

30
年
、
令
和
２
年
の
豪
雨
災
害

に
よ
る
復
旧
工
事
に
よ
る
発
生

土
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
９
月
12
日
、

　今回の補正は、令和４年度人事異動に伴う人件費の調整、真柄地区
開発行為に伴う道路等の整備、子育て世帯生活支援給付金給付事業、
新規就農者の育成事業、農業用施設災害単独復旧補助などに係る費用
が計上されました。

規

約

改

正

　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
に
お
け
る
圏
域
の
振
興
整
備

に
係
る
財
源
と
し
て
、
最
上
広

域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
を

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
規
約
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
新
消
防
庁
舎
建
設
に
市

町
村
圏
基
金
が
活
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

公
用
車
購
入
契
約
の
締
結

　
高
額
な
物
件
購
入
契
約
に
は
、

地
方
自
治
法
96
条
等
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
密
を
回

避
す
る
た
め
１
０
８
０
万
円
の

バ
ス
の
購
入
契
約
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

１
　
戸
沢
村
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意

加
藤
　
久
和
（
敬
称
略
）

任
期
　
令
和
４
年
10
月
１
日
〜

令
和
８
年
９
月
30
日

総務文教常任委員会（陳情協議）

産業建設常任委員会（旧角川中学校跡地）

産業建設常任委員会（現場確認）

9月
定例会

全
議
員
、
村
長
、
副
村
長
及
び

担
当
職
員
が
旧
角
川
中
学
校
跡

地
に
仮
置
き
さ
れ
た
工
事
残
土

の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
土

砂
の
水
分
量
も
下
が
り
雑
草
が

繁
茂
し
安
定
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
発
生
か
ら
４
年
余

り
手
付
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ

た
こ
と
は
容
認
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
地
区
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
、
予
算
措
置
も
含
め

流
出
防
止
対
策
を
早
急
に
講
じ

る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
村
は
今
後
対
策
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
委
員
長
　
岡
田
　
孝
一

歳出総額60億2517万円を認定
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　９
月
定
例
会
は
７
日
か
ら
13
日
ま
で
の
７
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
た
。
報
告
事
項
４
件
、
令
和
４
年

度
補
正
予
算
８
件
（
う
ち
専
決
処
分
の
承
認
１
件
）
、
令
和
３
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
７

件
、
条
例
関
係
２
件
、
規
約
変
更
１
件
、
契
約
締
結
１
件
、
人
事
案
件
１
件
が
提
案
さ
れ
、
全
議
案
を

可
決
し
た
。

　一
般
質
問
に
は
５
議
員
が
登
壇
し
、
定
年
退
職
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う
人
事
政
策
、
最
上
地
区
広
域

連
合
の
今
後
の
方
向
性
、
こ
れ
ま
で
の
一
般
質
問
答
弁
後
の
現
状
・
改
善
状
況
、
農
地
整
備
計
画
、
避

難
行
動
要
支
援
者
の
支
援
体
制
等
に
つ
い
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。

9月
定例会

令和４年令和3年度各種会計

歳出総額60億2517万円を認定

１
　
戸
沢
村
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定

　
人
事
院
規
則
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
条
例
を
整
備
す
る
た
め

改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
取
得
回
数
制
限
、
取
得
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
対

象
期
間
が
現
行
産
後
８
週
間
を

経
過
す
る
日
ま
で
か
ら
、
子
が

１
歳
に
達
す
る
日
ま
で
と
な
り

ま
す
。

２
　
戸
沢
村
い
じ
め
防
止
対
策

の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　
戸
沢
村
い
じ
め
防
止
対
策
の

推
進
に
向
け
て
、
委
員
の
任
期

を
明
確
に
す
る
た
め
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
改
正
後
の
委
員
の
任
期
は
２

年
と
な
り
、
再
任
を
妨
げ
な
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。

最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合

規
約
の
一
部
変
更

令和４年度戸沢村一般会計補正予算（第５号）
補正額２億4240万円　補正後の額　42億8800万円

◎戸沢村公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額210万6千円/補正後の額１億510万6千円
　主な補正内容（歳出）
　光熱水費・修繕費の増93万6千円
◎戸沢村農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額1424万9千円/補正後の額1億5724万9千円
　主な補正内容（歳出）
　工事請負費の増1150万円の増
◎戸沢村介護保険特別会計補正予算（第2号）
　補正額3909万4千円/補正後の額7億7944万6千円
　主な補正内容（歳出）
　返還金の増2138万3千円
　予備費の増1254万3千円

条

例

改

正

契

　

　
約

人

事

案

件

常
任
委
員
会
報
告

補正予算

総務費
・庁舎ボイラー等修繕費……………………………………………793万円
・真柄地区開発行為区域道路排水施設工事費……………………600万円
・公園整備工事費 ………………………………………………… 2900万円
・ぽんぽ館施設修繕費………………………………………………500万円
・行政手続きオンライン化対応業務委託料 ……………… 1027万8千円
農林水産業費
・山形県新規就農者育成総合対策事業費補助金……………366万３千円
土木費
・除雪対策委託料 ………………………………………………… 5700万円
・村持家住宅整備促進事業費補助金………………………………700万円
災害復旧費
農地農業用施設災害単独復旧費補助金……………………………500万円
教育費
・工事請負費（戸沢学園防球ネット修繕） ………………… 115万5千円
・文化財保護業務委託料（長倉の大杉枯れ枝除去）……………130万円

◎主な補正内容（歳出）

◎戸沢村国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
　補正額122万7千円/補正後の予算額1402万7千円
　主な補正内容（歳出）
　予備費の増115万6千円
◎戸沢村後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
　補正額23万3千円/補正後の予算額6533万3千円
　主な補正内容（歳出）
　一般会計繰出金の増23万3千円
◎戸沢村簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）
　補正額1443万9千円/補正後の額2億3543万9千円
　主な補正内容（歳出）
　光熱水費・修繕費の増800万円

一般会計

特別会計

◎
総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
９
月
12
日
、
総
務
文
教
常
任

委
員
会
を
開
催
し
、
「
消
費
税

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
実
施
延
期

に
つ
い
て
の
陳
情
書
」
を
協
議

し
ま
し
た
。
イ
ン
ボ
イ
ス
は
売

手
が
買
手
に
適
用
税
率
、
消
費

税
額
を
伝
え
る
手
段
で
、
イ
ン

ボ
イ
ス
を
交
付
す
る
に
は
登
録

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
税
務
署

等
に
よ
り
登
録
に
つ
い
て
の
説

明
会
が
開
催
さ
れ
、
既
に
登
録

し
て
い
る
業
者
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
延
期
に
つ
い
て
は
更
な
る

調
査
が
必
要
と
判
断
し
、
継
続

審
査
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま

し
た
。

　
　
　
委
員
長
　
伊
藤
　
　
一

◎
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　
近
年
、
他
県
で
盛
土
が
要
因

と
な
っ
た
土
砂
災
害
発
生
が
あ

り
、
残
土
を
危
険
視
す
る
上
本

郷
地
区
会
よ
り
村
議
会
に
対
し

陳
情
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
土
砂
は
、
村
内
各
地
で

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
平
成

30
年
、
令
和
２
年
の
豪
雨
災
害

に
よ
る
復
旧
工
事
に
よ
る
発
生

土
な
ど
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
９
月
12
日
、

　今回の補正は、令和４年度人事異動に伴う人件費の調整、真柄地区
開発行為に伴う道路等の整備、子育て世帯生活支援給付金給付事業、
新規就農者の育成事業、農業用施設災害単独復旧補助などに係る費用
が計上されました。

規

約

改

正

　
最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
に
お
け
る
圏
域
の
振
興
整
備

に
係
る
財
源
と
し
て
、
最
上
広

域
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
を

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
た
め
規
約
が
変
更
さ
れ
ま

し
た
。
新
消
防
庁
舎
建
設
に
市

町
村
圏
基
金
が
活
用
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

公
用
車
購
入
契
約
の
締
結

　
高
額
な
物
件
購
入
契
約
に
は
、

地
方
自
治
法
96
条
等
の
規
定
に

よ
り
議
会
の
議
決
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
密
を
回

避
す
る
た
め
１
０
８
０
万
円
の

バ
ス
の
購
入
契
約
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

１
　
戸
沢
村
教
育
委
員
会
委
員

の
任
命
に
同
意

加
藤
　
久
和
（
敬
称
略
）

任
期
　
令
和
４
年
10
月
１
日
〜

令
和
８
年
９
月
30
日

総務文教常任委員会（陳情協議）

産業建設常任委員会（旧角川中学校跡地）

産業建設常任委員会（現場確認）

9月
定例会

全
議
員
、
村
長
、
副
村
長
及
び

担
当
職
員
が
旧
角
川
中
学
校
跡

地
に
仮
置
き
さ
れ
た
工
事
残
土

の
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。
土

砂
の
水
分
量
も
下
が
り
雑
草
が

繁
茂
し
安
定
し
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
発
生
か
ら
４
年
余

り
手
付
か
ず
の
ま
ま
放
置
さ
れ

た
こ
と
は
容
認
で
き
る
も
の
で

は
な
く
、
地
区
住
民
の
安
全
確

保
の
た
め
、
予
算
措
置
も
含
め

流
出
防
止
対
策
を
早
急
に
講
じ

る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し

た
。
村
は
今
後
対
策
を
行
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
委
員
長
　
岡
田
　
孝
一

歳出総額60億2517万円を認定



Ｑ
　
不
納
欠
損
額
増
加
の
理
由

は
。
滞
納
者
の
人
数
は
。

Ａ
　
個
人
村
民
税
が
１
件
、
法

人
村
民
税
が
１
社
、
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
法
人
１
社
、
個

人
２
名
で
す
。
地
方
税
法
15
条

の
７
第
意
１
項
及
び
５
項
（
相

続
放
棄
、
生
活
困
窮
）
に
よ
る

も
の
で
す
。

Ｑ
　
公
営
住
宅
収
入
未
済
額
の

対
策
は
。

Ａ
　
担
当
課
が
確
約
を
取
る
な

ど
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
津
谷
21
号
棟
の
現
状
は
。

Ａ
　
修
繕
は
完
了
。
手
続
き
完

了
次
第
、
入
居
募
集
し
ま
す
。

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
５
回
目
の
予
定
は
。

⑤　とざわむら議会だより　第145号 令和４年　9月定例会　④

質
疑
の
主
な
内
容

質
疑
の
主
な
内
容

監
査
意
見
︵
抜
粋
︶

令和3年度
一般会計
決算審査

委 員 長／伊藤　　一議員（左）
副委員長／岡田　孝一議員（右）

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
各

会
計
の
総
計
で
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
歳
入
が
７
６
，
４
６

９
千
円
の
減
額
、
割
合
に
し
て

１
・
１
％
の
減
、
歳
出
は
２
４

２
，
３
８
２
千
円
の
減
額
、
割

合
に
し
て
３
・
９
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
減
額
と
な
っ
た
主

な
要
因
は
、
国
庫
補
助
事
業
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に

よ
る
土
木
工
事
が
予
定
し
て
い

た
事
業
費
よ
り
減
額
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響
に
よ
り
各
種
行
事
の
中
止
、

収

　入

　確

　保

令和３年度
特別会計
決算審査

戸
沢
学
園
児
童
生
徒
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

Ａ
　
早
け
れ
ば
10
月
の
後
半
か

ら
接
種
可
能
と
思
い
ま
す
。

１
９
７
人
が
接
種
済
み
で
す
。

Ｑ
　
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

費
の
決
算
額
が
な
い
理
由
は
。

Ａ
　
令
和
３
年
度
か
ら
村
保
健

師
が
直
接
地
域
に
赴
く
な
ど
対

応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
県
有
害
鳥
獣
被
害
軽
減
モ

デ
ル
事
業
の
取
組
と
効
果
は
。

Ａ
　
角
川
地
区
で
取
り
組
み
を

行
い
、
農
家
２
件
が
対
象
と
な

り
電
気
柵
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
設
置
以
降
は
被
害
の

通
報
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
戸
沢
学
園
の
防
球
ネ
ッ
ト
、

中
規
模
の
地
震
で
壊
れ
る
の
は

問
題
で
は
。

Ａ
　
自
然
災
害
の
影
響
を
予
測

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

予
算
編
成
・
予
算
執
行

業
者
と
確
認
の
う
え
、
修
繕
の

執
行
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
草
薙
地
区
再
開
発
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
遺
産
分
割
協
議
書
の
作
成

の
委
託
と
な
り
ま
す
。
２
名
分

は
令
和
４
年
度
中
に
作
成
が
で

き
そ
う
で
す
。
４
名
分
は
、
来

年
度
以
降
、
調
査
予
定
で
す
。

Ｑ
　
高
齢
者
福
祉
交
通
事
業
。

高
齢
者
送
迎
時
の
ガ
ソ
リ
ン
券

が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
が
。

Ａ
　
財
政
サ
イ
ド
と
協
議
が
必

要
で
す
。

Ｑ
　
県
外
で
園
児
が
車
内
に
残

さ
れ
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

戸
沢
村
で
の
対
策
は
。

Ａ
　
送
迎
時
、
運
転
手
・
添
乗

員
２
名
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
濁
沢
川
、
田
沢
川
等
の
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
議
会
に

も
情
報
提
供
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
田
沢
川
に
つ
い
て
は
現
在
、

県
単
独
で
測
量
を
行
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

縮
小
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
戸
沢
村
の
財
政
構
造
は
、
村

税
、
繰
越
金
等
の
自
主
財
源
比

率
が
28
・
６
％
で
、
そ
の
う
ち

村
税
の
歳
入
に
占
め
る
割
合
は

７
・
１
％
で
し
た
。
そ
れ
以
外

は
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
起
債
に
留
意
し
、

経
常
経
費
の
一
層
の
抑
制
に
努

め
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
予
算
編
成
や
補
正
措
置
に
当

た
っ
て
は
予
算
の
積
算
内
容
を

綿
密
に
精
査
し
、
補
正
措
置
が

可
能
な
も
の
は
早
期
に
補
正
を

し
て
、
計
画
的
で
適
切
な
予
算

措
置
と
効
率
的
な
執
行
を
要
望

し
ま
す
。

　
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

各
施
策
の
必
要
性
、
有
効
性
、

経
済
性
を
見
極
め
て
今
後
と
も

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
村
民
の
満
足
度
を
高
め

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ

る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事

情
の
下
で
、
村
税
、
使
用
料
、

負
担
金
の
収
入
未
済
額
が
増
加

傾
向
に
あ
り
滞
納
額
が
肥
大
化

し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
は
、
自

主
財
源
の
根
幹
を
な
す
村
税
等

の
収
入
確
保
が
最
優
先
課
題
で

あ
り
ま
す
。
収
入
未
済
額
の
圧

縮
と
不
納
欠
損
処
分
額
の
減
少

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

事
業
は
自
主
財
源
確
保
の
重
要

な
手
段
で
あ
り
、
限
り
な
き
可

能
性
を
持
つ
も
の
で
す
。

　
よ
り
一
層
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
積
極
的
な
事
業
展

開
を
図
っ
て
、
益
々
の
増
額
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令和3年度
一般会計
決算審査

令和３年度
特別会計
決算審査

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
利
用
料
金
は
い
た
だ
い
て

い
ま
せ
ん
。
管
理
は
地
区
で
す

が
不
測
の
事
態
に
備
え
地
元
と

協
議
し
、
村
は
か
か
わ
り
を
持

つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
　
汚
泥
処
分
量
は
ど
の
く
ら

い
か
。

Ａ
　
古
口
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
脱

水
汚
泥
が
37
・
２
ｔ
、
名
高
処

理
場
で
生
汚
泥
が
75
・
６
㎥
、

神
田
処
理
場
の
乾
燥
汚
泥
が

４
・
５
ｔ
、
本
郷
処
理
場
の
乾

燥
汚
泥
が
７
ｔ
で
す
。

Ｑ
　
戸
沢
村
で
の
介
護
の
課
題

が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
　
口
腔
ケ
ア
（
飲
み
込
み
、

咀
嚼
）
の
リ
ス
ク
が
他
町
村
よ

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
在
宅
介
護
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
予
算
確

保
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
　
予
算
確
保
も
含
め
対
応
し

ま
す
。

　
Ｑ
　
収
入
未
済
額
の
見
通
し
と
、

件
数
は
。

Ａ
　
98
万
円
ほ
ど
の
収
入
見
通

し
で
す
。
３
名
は
全
て
生
活
保

護
者
で
す
。
地
方
税
法
に
基
づ

き
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　
99
・
５
％
の
普
及
率
で
、

残
り
の
０
・
５
％
は
杉
沢
地
区

な
ど
自
然
水
を
使
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
料
金
と
管
理
は
ど

区　分
歳　　入 歳　　出

令和3年度決算額 令和2年度決算額 増減額　　令和3年度決算額 令和2年度決算額 増減額　　

一般会計

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

合計（一般・特会）

区　　　分 決算額（千円） 収納率（％）
村　民　税

入　湯　税
旧法による税
合　　　計

収　納　率

138,594
191,800
17,540
28,801
3,193
94

380,022
令和２年度
令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

97.2
92.7
97.5
100.0
100.0
26.1
95.0
92.9
94.1
94.2
94.4

固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税

令和３年度　一般会計・特別会計　決算（単位：千円） 

※斜め矢印（記号）は、前年度から見た収納率の増減。

5,345,296

13,454

61,151

261,431

93,831

145,240

779,652

6,700,055

 

5,498,985

16,485

58,616

223,331

92,533

141,700

744,874

6,776,524

－153,689

－3,031

2,535

38,100

1,298

3,540

34,778

－76,469

 

4,735,374

12,146

60,364

246,762

91,167

141,078

738,276

6,025,167

 

5,033,633

15,543

57,258

210,279

89,738

137,410

723,687

6,267,548

－298,259

－3,397

3,106

36,483

1,429

3,668

14,589

－242,381

 令和３年度　村税の決算額と収納率 ※歳入歳出とも千円未満は、四捨五入

QQQQ Ａ

Q

Q

QQQ

QQ ＡＡＡ Ａ

Ａ

ＡＡＡ

ＡＡQ

QQQ

Q Ａ

ＡＡＡＡ

国
民
健
康
保
険

簡
易
水
道

　介
護
保
険

　公
共
下
水
道
事
業



Ｑ
　
不
納
欠
損
額
増
加
の
理
由

は
。
滞
納
者
の
人
数
は
。

Ａ
　
個
人
村
民
税
が
１
件
、
法

人
村
民
税
が
１
社
、
固
定
資
産

税
に
つ
い
て
は
法
人
１
社
、
個

人
２
名
で
す
。
地
方
税
法
15
条

の
７
第
意
１
項
及
び
５
項
（
相

続
放
棄
、
生
活
困
窮
）
に
よ
る

も
の
で
す
。

Ｑ
　
公
営
住
宅
収
入
未
済
額
の

対
策
は
。

Ａ
　
担
当
課
が
確
約
を
取
る
な

ど
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
津
谷
21
号
棟
の
現
状
は
。

Ａ
　
修
繕
は
完
了
。
手
続
き
完

了
次
第
、
入
居
募
集
し
ま
す
。

Ｑ
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
５
回
目
の
予
定
は
。

⑤　とざわむら議会だより　第145号 令和４年　9月定例会　④

質
疑
の
主
な
内
容

質
疑
の
主
な
内
容

監
査
意
見
︵
抜
粋
︶

令和3年度
一般会計
決算審査

委 員 長／伊藤　　一議員（左）
副委員長／岡田　孝一議員（右）

　
令
和
３
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
、
各

会
計
の
総
計
で
前
年
度
と
比
較

す
る
と
、
歳
入
が
７
６
，
４
６

９
千
円
の
減
額
、
割
合
に
し
て

１
・
１
％
の
減
、
歳
出
は
２
４

２
，
３
８
２
千
円
の
減
額
、
割

合
に
し
て
３
・
９
％
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
減
額
と
な
っ
た
主

な
要
因
は
、
国
庫
補
助
事
業
の

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
に

よ
る
土
木
工
事
が
予
定
し
て
い

た
事
業
費
よ
り
減
額
し
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
加
え
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の

影
響
に
よ
り
各
種
行
事
の
中
止
、

収

　入

　確

　保

令和３年度
特別会計
決算審査

戸
沢
学
園
児
童
生
徒
の
新
型
コ

ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
。

Ａ
　
早
け
れ
ば
10
月
の
後
半
か

ら
接
種
可
能
と
思
い
ま
す
。

１
９
７
人
が
接
種
済
み
で
す
。

Ｑ
　
自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業

費
の
決
算
額
が
な
い
理
由
は
。

Ａ
　
令
和
３
年
度
か
ら
村
保
健

師
が
直
接
地
域
に
赴
く
な
ど
対

応
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
県
有
害
鳥
獣
被
害
軽
減
モ

デ
ル
事
業
の
取
組
と
効
果
は
。

Ａ
　
角
川
地
区
で
取
り
組
み
を

行
い
、
農
家
２
件
が
対
象
と
な

り
電
気
柵
の
設
置
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
設
置
以
降
は
被
害
の

通
報
は
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
　
戸
沢
学
園
の
防
球
ネ
ッ
ト
、

中
規
模
の
地
震
で
壊
れ
る
の
は

問
題
で
は
。

Ａ
　
自
然
災
害
の
影
響
を
予
測

す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま
す
。

予
算
編
成
・
予
算
執
行

業
者
と
確
認
の
う
え
、
修
繕
の

執
行
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
　
草
薙
地
区
再
開
発
事
業
の

進
捗
状
況
は
。

Ａ
　
遺
産
分
割
協
議
書
の
作
成

の
委
託
と
な
り
ま
す
。
２
名
分

は
令
和
４
年
度
中
に
作
成
が
で

き
そ
う
で
す
。
４
名
分
は
、
来

年
度
以
降
、
調
査
予
定
で
す
。

Ｑ
　
高
齢
者
福
祉
交
通
事
業
。

高
齢
者
送
迎
時
の
ガ
ソ
リ
ン
券

が
あ
っ
て
も
良
い
と
思
う
が
。

Ａ
　
財
政
サ
イ
ド
と
協
議
が
必

要
で
す
。

Ｑ
　
県
外
で
園
児
が
車
内
に
残

さ
れ
る
事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

戸
沢
村
で
の
対
策
は
。

Ａ
　
送
迎
時
、
運
転
手
・
添
乗

員
２
名
で
確
認
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
濁
沢
川
、
田
沢
川
等
の
工

事
が
進
め
ら
れ
ま
す
。
議
会
に

も
情
報
提
供
い
た
だ
き
た
い
。

Ａ
　
田
沢
川
に
つ
い
て
は
現
在
、

県
単
独
で
測
量
を
行
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

縮
小
が
影
響
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　
戸
沢
村
の
財
政
構
造
は
、
村

税
、
繰
越
金
等
の
自
主
財
源
比

率
が
28
・
６
％
で
、
そ
の
う
ち

村
税
の
歳
入
に
占
め
る
割
合
は

７
・
１
％
で
し
た
。
そ
れ
以
外

は
地
方
交
付
税
等
の
依
存
財
源

に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

あ
り
ま
す
。
起
債
に
留
意
し
、

経
常
経
費
の
一
層
の
抑
制
に
努

め
、
財
政
基
盤
の
強
化
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
予
算
編
成
や
補
正
措
置
に
当

た
っ
て
は
予
算
の
積
算
内
容
を

綿
密
に
精
査
し
、
補
正
措
置
が

可
能
な
も
の
は
早
期
に
補
正
を

し
て
、
計
画
的
で
適
切
な
予
算

措
置
と
効
率
的
な
執
行
を
要
望

し
ま
す
。

　
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、

各
施
策
の
必
要
性
、
有
効
性
、

経
済
性
を
見
極
め
て
今
後
と
も

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活

用
し
、
村
民
の
満
足
度
を
高
め

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
さ
れ

る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

　
年
々
厳
し
さ
を
増
す
財
政
事

情
の
下
で
、
村
税
、
使
用
料
、

負
担
金
の
収
入
未
済
額
が
増
加

傾
向
に
あ
り
滞
納
額
が
肥
大
化

し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
は
、
自

主
財
源
の
根
幹
を
な
す
村
税
等

の
収
入
確
保
が
最
優
先
課
題
で

あ
り
ま
す
。
収
入
未
済
額
の
圧

縮
と
不
納
欠
損
処
分
額
の
減
少

に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金

事
業
は
自
主
財
源
確
保
の
重
要

な
手
段
で
あ
り
、
限
り
な
き
可

能
性
を
持
つ
も
の
で
す
。

　
よ
り
一
層
創
意
工
夫
を
凝
ら

し
な
が
ら
、
積
極
的
な
事
業
展

開
を
図
っ
て
、
益
々
の
増
額
を

目
指
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

令和3年度
一般会計
決算審査

令和３年度
特別会計
決算審査

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
　
利
用
料
金
は
い
た
だ
い
て

い
ま
せ
ん
。
管
理
は
地
区
で
す

が
不
測
の
事
態
に
備
え
地
元
と

協
議
し
、
村
は
か
か
わ
り
を
持

つ
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
　
汚
泥
処
分
量
は
ど
の
く
ら

い
か
。

Ａ
　
古
口
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
脱

水
汚
泥
が
37
・
２
ｔ
、
名
高
処

理
場
で
生
汚
泥
が
75
・
６
㎥
、

神
田
処
理
場
の
乾
燥
汚
泥
が

４
・
５
ｔ
、
本
郷
処
理
場
の
乾

燥
汚
泥
が
７
ｔ
で
す
。

Ｑ
　
戸
沢
村
で
の
介
護
の
課
題

が
あ
れ
ば
お
聞
き
し
た
い
。

Ａ
　
口
腔
ケ
ア
（
飲
み
込
み
、

咀
嚼
）
の
リ
ス
ク
が
他
町
村
よ

り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
在
宅
介
護
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
予
算
確

保
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ
　
予
算
確
保
も
含
め
対
応
し

ま
す
。

　
Ｑ
　
収
入
未
済
額
の
見
通
し
と
、

件
数
は
。

Ａ
　
98
万
円
ほ
ど
の
収
入
見
通

し
で
す
。
３
名
は
全
て
生
活
保

護
者
で
す
。
地
方
税
法
に
基
づ

き
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

Ｑ
　
99
・
５
％
の
普
及
率
で
、

残
り
の
０
・
５
％
は
杉
沢
地
区

な
ど
自
然
水
を
使
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
料
金
と
管
理
は
ど

区　分
歳　　入 歳　　出

令和3年度決算額 令和2年度決算額 増減額　　令和3年度決算額 令和2年度決算額 増減額　　

一般会計

特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険

後期高齢者医療

簡易水道事業

公共下水道事業

農業集落排水事業

介 護 保 険

合計（一般・特会）

区　　　分 決算額（千円） 収納率（％）
村　民　税

入　湯　税
旧法による税
合　　　計

収　納　率

138,594
191,800
17,540
28,801
3,193
94

380,022
令和２年度
令和元年度
平成３０年度
平成２９年度

97.2
92.7
97.5
100.0
100.0
26.1
95.0
92.9
94.1
94.2
94.4

固定資産税
軽自動車税
た ば こ 税

令和３年度　一般会計・特別会計　決算（単位：千円） 

※斜め矢印（記号）は、前年度から見た収納率の増減。

5,345,296

13,454

61,151

261,431

93,831

145,240

779,652

6,700,055

 

5,498,985

16,485

58,616

223,331

92,533

141,700

744,874

6,776,524

－153,689

－3,031

2,535

38,100

1,298

3,540

34,778

－76,469

 

4,735,374

12,146

60,364

246,762

91,167

141,078

738,276

6,025,167

 

5,033,633

15,543

57,258

210,279

89,738

137,410

723,687

6,267,548

－298,259

－3,397

3,106

36,483

1,429

3,668

14,589

－242,381

 令和３年度　村税の決算額と収納率 ※歳入歳出とも千円未満は、四捨五入

QQQQ Ａ

Q

Q

QQQ

QQ ＡＡＡ Ａ

Ａ

ＡＡＡ

ＡＡQ

QQQ

Q Ａ

ＡＡＡＡ

国
民
健
康
保
険

簡
易
水
道

　介
護
保
険

　公
共
下
水
道
事
業



建
設
水
道
課
長

　危
険
家
屋
と

認
定
さ
れ
、
所
有
者
、
管
理
者

が
不
明
の
場
合
、
空
き
家
対
策

推
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
、

手
続
き
、
手
順
を
踏
ん
で
行
政

代
執
行
等
も
可
能
で
す
。

問

　終
活
と
し
て
、
住
居
等
の

解
体
費
用
に
上
限
を
設
定
し
た

う
え
で
補
助
で
き
な
い
の
か
。

村
長

　単
な
る
解
体
の
場
合
は
、

所
有
者
が
行
う
も
の
で
、
補
助

問

　令
和
５
年
度
か
ら
、
村
職

員
の
定
年
退
職
年
齢
が
65
歳
ま

で
、
段
階
的
に
引
上
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
う
人
事
政
策
の

考
え
は
。

村
長

　定
年
退
職
年
齢
が
２
年

に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に
引
上
げ

ら
れ
、
令
和
14
年
度
に
65
歳
定

年
退
職
と
な
り
ま
す
。

　職
員
の
意
向
に
よ
り
、
60
歳

を
超
え
る
職
員
は
、
定
年
ま
で

働
く
人
、
定
年
前
に
退
職
す
る

人
、
暫
定
再
任
用
で
働
く
人
と

多
様
な
選
択
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
当
面
、
職
員
採
用
は
定
数

管
理
を
考
え
な
が
ら
翌
年
度
の

⑦　とざわむら議会だより　第145号 令和４年　9月定例会　⑥

一般質問

加藤政一　議員

Ⅰ 加藤　政一議員…………………………………………………………………………………………7p
　●　定年退職年齢引き上げに伴う人事政策は
　●　空き家・危険家屋対策は

Ⅱ 柿﨑　英矢議員…………………………………………………………………………………………8p
　▲　最上地区広域連合の今後の方向性は

Ⅲ 阿部　光樹議員…………………………………………………………………………………………9p
　■　これまでの一般質問答弁後の現状・改善状況は

Ⅳ 岡田　孝一議員 ……………………………………………………………………………………… 10p
　★　村の農地整備計画は

Ⅴ 伊藤　　一議員 ……………………………………………………………………………………… 11p
　▼　避難行動要支援者の支援体制は
　▼　村整備住宅の入居状況、管理状況は
　▼　除雪車運転手の公募と応募の状況は
　▼　次期村長選挙の考えは

５名の議員が一般質問
村政を問い正す！

※一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
　村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするものです。　　　

定
年
退
職
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　人
事
政
策
は

危
険
家
屋
の

　
　
　対
策
は

採
用
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問

　危
険
空
き
家
の
判
定
を
誰

が
何
を
根
拠
に
行
う
の
か
。

村
長

　「
外
観
目
視
に
よ
る
住

宅
の
不
良
度
判
定
の
手
引
き
」

（
国
交
省
住
宅
局
発
行
）
に
よ

り
、
職
員
が
目
視
で
判
定
し
ま

す
。　整

備
中
の
「
空
き
家
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
も
、
同
様

の
基
準
で
委
託
業
者
が
判
定
。

ま
た
、
「
危
険
空
き
家
解
体
事

業
費
補
助
金
」
制
度
も
こ
の
基

準
で
担
当
職
員
３
名
が
現
地
で

判
定
し
て
い
ま
す
。

問

　所
有
者
、
管
理
人
が
特
定

で
き
な
い
危
険
家
屋
に
行
政
の

か
か
わ
り
は
。

村
長

　建
材
な
ど
の
飛
散
防
止

の
ネ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
は
、
所

有
者
等
が
不
明
の
場
合
で
も
、

貸
し
出
し
は
可
能
で
す
が
関
係

者
の
了
承
が
必
要
で
す
。

事
業
に
よ
り
更
地
に
し
た
土
地

の
処
分
（
売
却
・
譲
渡
）
は
、

「
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
適

正
化
規
則
」
第
22
条
（
財
産
処

分
の
制
限
）
に
抵
触
す
る
等
の

課
題
も
あ
り
ま
す
。

問

　村
と
し
て
相
談
窓
口
に
な

る
等
の
支
援
対
策
は
な
い
の
か
。

村
長

　今
後
、
村
の
か
か
わ
り

方
を
色
々
精
査
し
、
時
間
を
か

け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

５名の議員が一般質問
村政を問い正す！

放置状態の空き家

定年退職年齢引上げ段階図



建
設
水
道
課
長

　危
険
家
屋
と

認
定
さ
れ
、
所
有
者
、
管
理
者

が
不
明
の
場
合
、
空
き
家
対
策

推
進
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て
、

手
続
き
、
手
順
を
踏
ん
で
行
政

代
執
行
等
も
可
能
で
す
。

問

　終
活
と
し
て
、
住
居
等
の

解
体
費
用
に
上
限
を
設
定
し
た

う
え
で
補
助
で
き
な
い
の
か
。

村
長

　単
な
る
解
体
の
場
合
は
、

所
有
者
が
行
う
も
の
で
、
補
助

問

　令
和
５
年
度
か
ら
、
村
職

員
の
定
年
退
職
年
齢
が
65
歳
ま

で
、
段
階
的
に
引
上
げ
ら
れ
ま

す
。
そ
れ
に
伴
う
人
事
政
策
の

考
え
は
。

村
長

　定
年
退
職
年
齢
が
２
年

に
１
歳
ず
つ
段
階
的
に
引
上
げ

ら
れ
、
令
和
14
年
度
に
65
歳
定

年
退
職
と
な
り
ま
す
。

　職
員
の
意
向
に
よ
り
、
60
歳

を
超
え
る
職
員
は
、
定
年
ま
で

働
く
人
、
定
年
前
に
退
職
す
る

人
、
暫
定
再
任
用
で
働
く
人
と

多
様
な
選
択
が
可
能
と
な
り
ま

す
。
当
面
、
職
員
採
用
は
定
数

管
理
を
考
え
な
が
ら
翌
年
度
の

⑦　とざわむら議会だより　第145号 令和４年　9月定例会　⑥

一般質問

加藤政一　議員

Ⅰ 加藤　政一議員…………………………………………………………………………………………7p
　●　定年退職年齢引き上げに伴う人事政策は
　●　空き家・危険家屋対策は

Ⅱ 柿﨑　英矢議員…………………………………………………………………………………………8p
　▲　最上地区広域連合の今後の方向性は

Ⅲ 阿部　光樹議員…………………………………………………………………………………………9p
　■　これまでの一般質問答弁後の現状・改善状況は

Ⅳ 岡田　孝一議員 ……………………………………………………………………………………… 10p
　★　村の農地整備計画は

Ⅴ 伊藤　　一議員 ……………………………………………………………………………………… 11p
　▼　避難行動要支援者の支援体制は
　▼　村整備住宅の入居状況、管理状況は
　▼　除雪車運転手の公募と応募の状況は
　▼　次期村長選挙の考えは

５名の議員が一般質問
村政を問い正す！

※一般質問とは、議員個人が村の事務執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
　村長に求め、村が村民のために適切な村政運営を進めているかをチェックするものです。　　　

定
年
退
職
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　
　人
事
政
策
は

危
険
家
屋
の

　
　
　対
策
は

採
用
計
画
を
立
て
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問

　危
険
空
き
家
の
判
定
を
誰

が
何
を
根
拠
に
行
う
の
か
。

村
長

　「
外
観
目
視
に
よ
る
住

宅
の
不
良
度
判
定
の
手
引
き
」

（
国
交
省
住
宅
局
発
行
）
に
よ

り
、
職
員
が
目
視
で
判
定
し
ま

す
。　整

備
中
の
「
空
き
家
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
」
に
お
い
て
も
、
同
様

の
基
準
で
委
託
業
者
が
判
定
。

ま
た
、
「
危
険
空
き
家
解
体
事

業
費
補
助
金
」
制
度
も
こ
の
基

準
で
担
当
職
員
３
名
が
現
地
で

判
定
し
て
い
ま
す
。

問

　所
有
者
、
管
理
人
が
特
定

で
き
な
い
危
険
家
屋
に
行
政
の

か
か
わ
り
は
。

村
長

　建
材
な
ど
の
飛
散
防
止

の
ネ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
は
、
所

有
者
等
が
不
明
の
場
合
で
も
、

貸
し
出
し
は
可
能
で
す
が
関
係

者
の
了
承
が
必
要
で
す
。

事
業
に
よ
り
更
地
に
し
た
土
地

の
処
分
（
売
却
・
譲
渡
）
は
、

「
補
助
金
等
に
係
る
予
算
の
適

正
化
規
則
」
第
22
条
（
財
産
処

分
の
制
限
）
に
抵
触
す
る
等
の

課
題
も
あ
り
ま
す
。

問

　村
と
し
て
相
談
窓
口
に
な

る
等
の
支
援
対
策
は
な
い
の
か
。

村
長

　今
後
、
村
の
か
か
わ
り

方
を
色
々
精
査
し
、
時
間
を
か

け
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

５名の議員が一般質問
村政を問い正す！

放置状態の空き家

定年退職年齢引上げ段階図



問

　最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
事
務
所
移
転
に
伴
い
、
単

独
で
継
続
維
持
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
村

の
取
り
組
み
内
容
や
方
向
性
を

伺
い
ま
す
。
ま
ず※

イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
考
え
ら
れ
る
村
の
取

り
組
み
は
。

※

こ
こ
で
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
は
業
務
の
実
績
成
果
に
対

し
反
映
さ
れ
る
助
成
等
の
こ
と

で
す
。

健
康
福
祉
課
長

　事
業
は
全
部

で
９
つ
で
、
人
間
ド
ッ
ク
や
予

防
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
取
組
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑨　とざわむら議会だより　第145号 令和４年　9月定例会　⑧

柿﨑英矢　議員阿部光樹　議員

一般質問 一般質問国
民
健
康
保
険
、
最
上
地
区

　広
域
連
合
の
継
続
か
解
散
か

議
員
当
初
か
ら
現
在
ま
で
の

　
　
　
　一
般
質
問
に
つ
い
て

問

　決
算
の
概
要
証
明
書
を
見

て
も
特
定
保
険
者
指
導
の
動
機

付
け
支
援
で
実
施
率
０
％
か
ら

15
％
、
積
極
的
支
援
に
関
し
て

は
０
％
か
ら
60
％
台
と
構
成
町

村
間
で
も
大
き
く
差
が
広
が
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　広
域
連
合
を
解
散
し
て
、
単

独
で
行
っ
た
方
が
村
民
加
入
者

の
保
険
料
（
税
）
の
負
担
が
少

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
。

健
康
福
祉
課
長

　広
域
連
合
で
、

取
り
組
む
の
が
良
い
の
か
、
独

自
で
取
り
組
む
の
が
良
い
の
か

予
算
確
保
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
枠
組
や
形
と
い
う
の
は
、
交

付
金
に
直
接
結
び
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。

問

　今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

　
　

村
長

　広
域
４
町
村
の
取
組
で

あ
り
、
戸
沢
村
独
自
の
考
え
を

答
弁
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
務
所

移
転
に
よ
り
４
町
村
で
考
え
る

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
長

　未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
発
足
「
子
育
て
応
援

住
宅
」
を
建
設
し
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
駐
車
場
を
含
め

た
公
園
整
備
を
予
定
し
、
来
年

問

　今
ま
で
自
分
の
考
え
を
広

域
議
会
で
発
言
し
て
き
ま
し
た

が
、
村
長
、
課
長
、
議
員
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
ま
と
め
て
今
後

の
発
言
に
し
ま
す
の
で
、
は
っ

き
り
、
継
続
か
、
解
散
か
村
長

の
考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

村
長

　令
和
６
年
度
か
ら
の
山

形
県
統
一
保
険
料
（
税
）
率
の

適
用
時
に
合
わ
せ
て
、
い
ず
れ

は
解
散
の
方
向
性
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

　２
年
程
前
か
ら
の
村
の
定

例
会
で
不
納
欠
損
処
分
の
町
村

格
差
の
不
平
等
と
、
広
域
連
合

結
成
の
意
義
と
今
後
の
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
村
長
は
問
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
収
納
委
員

会
で
村
長
は
戸
沢
村
の
考
え
を

伝
え
て
き
た
の
か
。

村
長

　収
納
委
員
会
で
戸
沢
村

の
考
え
は
伝
え
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

度
は
、
宅
地
造
成
や
道
路
改
良

を
し
て
い
き
ま
す
。

問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集

落
支
援
員
の
募
集
状
況
と
、
任

期
後
の
対
応
の
問
い
に
、
集
落

支
援
員
の
募
集
予
定
は
な
い
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
対
し
、

任
期
後
も
戸
沢
村
に
定
住
し
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長

　現
在
、
募
集
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
、
定
住
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

　戸
沢
村
持
家
住
宅
整
備
促

進
事
業
補
助
金
に
対
し
、
村
の

魅
力
の
一
つ
で
、
村
民
が
利
用

し
や
す
く
で
き
な
い
か
な
ど
問

い
ま
し
た
。

　県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

支
援
事
業
補
助
金
の
補
正
を
要

望
し
て
い
る
の
か
、
各
市
町
村

の
利
用
状
況
に
応
じ
予
算
増
額

は
要
望
で
き
な
い
か
。

村
長

　県
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
申
請
者
に

交
付
す
べ
く
要
望
は
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
予
算
範
囲
内
の

執
行
と
な
る
た
め
、
追
加
配
分

は
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

問

　空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

現
在
は
で
き
た
よ
う
で
す
が
、

答
弁
で
は
、
他
市
町
村
を
参
考

に
し
て
慎
重
に
推
進
し
て
い
く

と
あ
り
ま
し
た
。

　ど
の
事
業
で
も
他
を
み
て
か

ら
実
施
は
遅
い
と
思
い
ま
す
。

　空
き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
に

対
し
て
の
反
応
や
、
移
住
・
定

住
に
対
し
て
の
手
厚
い
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長

　現
在
の
登
録
物
件
は
２

件
で
、
問
い
合
わ
せ
や
相
談
も

あ
り
ま
す
。

　支
援
と
し
て
は
県
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
や
村
の
持
家
住
宅
補

助
金
の
か
さ
上
げ
を
し
て
い
ま

す
。

問

　村
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
の
問
い
に
、
費
用
が
か
か

り
す
ぎ
る
の
で
、
役
場
以
外
で

の
諸
証
明
の
発
行
は
難
し
い
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所

持
率
に
つ
い
て
も
私
が
説
明
し

ま
し
た
が
、
現
在
の
考
え
は
。

村
長

　村
も
各
施
策
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
県
よ
り
財

政
支
援
が
あ
り
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票

等
の
交
付
が
で
き
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

　旧
古
口
小
学
校
跡
地
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
活
用
の
問
い
に
、
定

住
対
策
を
含
め
た
集
合
住
宅
の

計
画
を
検
討
し
て
い
く
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
況
は
。

旧角川村、国民健康保険発祥地とされています

各種会議等に参加している地域おこし協力隊

マイナンバーカード



問

　最
上
広
域
市
町
村
圏
事
務

組
合
事
務
所
移
転
に
伴
い
、
単

独
で
継
続
維
持
す
る
の
は
困
難

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
村

の
取
り
組
み
内
容
や
方
向
性
を

伺
い
ま
す
。
ま
ず※

イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
考
え
ら
れ
る
村
の
取

り
組
み
は
。

※

こ
こ
で
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
と
は
業
務
の
実
績
成
果
に
対

し
反
映
さ
れ
る
助
成
等
の
こ
と

で
す
。

健
康
福
祉
課
長

　事
業
は
全
部

で
９
つ
で
、
人
間
ド
ッ
ク
や
予

防
、
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
の
取
組
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

⑨　とざわむら議会だより　第145号 令和４年　9月定例会　⑧

柿﨑英矢　議員阿部光樹　議員

一般質問 一般質問国
民
健
康
保
険
、
最
上
地
区

　広
域
連
合
の
継
続
か
解
散
か

議
員
当
初
か
ら
現
在
ま
で
の

　
　
　
　一
般
質
問
に
つ
い
て

問

　決
算
の
概
要
証
明
書
を
見

て
も
特
定
保
険
者
指
導
の
動
機

付
け
支
援
で
実
施
率
０
％
か
ら

15
％
、
積
極
的
支
援
に
関
し
て

は
０
％
か
ら
60
％
台
と
構
成
町

村
間
で
も
大
き
く
差
が
広
が
っ

て
い
る
状
況
で
す
。

　広
域
連
合
を
解
散
し
て
、
単

独
で
行
っ
た
方
が
村
民
加
入
者

の
保
険
料
（
税
）
の
負
担
が
少

な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

は
。

健
康
福
祉
課
長

　広
域
連
合
で
、

取
り
組
む
の
が
良
い
の
か
、
独

自
で
取
り
組
む
の
が
良
い
の
か

予
算
確
保
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
枠
組
や
形
と
い
う
の
は
、
交

付
金
に
直
接
結
び
つ
い
て
い
ま

せ
ん
。

問

　今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

の
村
長
の
考
え
は
。

　
　

村
長

　広
域
４
町
村
の
取
組
で

あ
り
、
戸
沢
村
独
自
の
考
え
を

答
弁
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
務
所

移
転
に
よ
り
４
町
村
で
考
え
る

課
題
と
考
え
て
い
ま
す
。

村
長

　未
来
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
会
議
を
発
足
「
子
育
て
応
援

住
宅
」
を
建
設
し
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
駐
車
場
を
含
め

た
公
園
整
備
を
予
定
し
、
来
年

問

　今
ま
で
自
分
の
考
え
を
広

域
議
会
で
発
言
し
て
き
ま
し
た

が
、
村
長
、
課
長
、
議
員
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
ま
と
め
て
今
後

の
発
言
に
し
ま
す
の
で
、
は
っ

き
り
、
継
続
か
、
解
散
か
村
長

の
考
え
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

村
長

　令
和
６
年
度
か
ら
の
山

形
県
統
一
保
険
料
（
税
）
率
の

適
用
時
に
合
わ
せ
て
、
い
ず
れ

は
解
散
の
方
向
性
と
考
え
て
い

ま
す
。

問

　２
年
程
前
か
ら
の
村
の
定

例
会
で
不
納
欠
損
処
分
の
町
村

格
差
の
不
平
等
と
、
広
域
連
合

結
成
の
意
義
と
今
後
の
組
織
の

あ
り
方
に
つ
い
て
村
長
は
問
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
収
納
委
員

会
で
村
長
は
戸
沢
村
の
考
え
を

伝
え
て
き
た
の
か
。

村
長

　収
納
委
員
会
で
戸
沢
村

の
考
え
は
伝
え
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長

健
康
福
祉
課
長

度
は
、
宅
地
造
成
や
道
路
改
良

を
し
て
い
き
ま
す
。

問

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
集

落
支
援
員
の
募
集
状
況
と
、
任

期
後
の
対
応
の
問
い
に
、
集
落

支
援
員
の
募
集
予
定
は
な
い
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
の

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
対
し
、

任
期
後
も
戸
沢
村
に
定
住
し
活

躍
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
対

策
は
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長

　現
在
、
募
集
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。

　村
と
し
て
、
定
住
し
て
活
躍

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問

　戸
沢
村
持
家
住
宅
整
備
促

進
事
業
補
助
金
に
対
し
、
村
の

魅
力
の
一
つ
で
、
村
民
が
利
用

し
や
す
く
で
き
な
い
か
な
ど
問

い
ま
し
た
。

　県
の
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
総
合

支
援
事
業
補
助
金
の
補
正
を
要

望
し
て
い
る
の
か
、
各
市
町
村

の
利
用
状
況
に
応
じ
予
算
増
額

は
要
望
で
き
な
い
か
。

村
長

　県
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
申
請
者
に

交
付
す
べ
く
要
望
は
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
予
算
範
囲
内
の

執
行
と
な
る
た
め
、
追
加
配
分

は
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
す
。

問

　空
き
家
バ
ン
ク
に
つ
い
て

現
在
は
で
き
た
よ
う
で
す
が
、

答
弁
で
は
、
他
市
町
村
を
参
考

に
し
て
慎
重
に
推
進
し
て
い
く

と
あ
り
ま
し
た
。

　ど
の
事
業
で
も
他
を
み
て
か

ら
実
施
は
遅
い
と
思
い
ま
す
。

　空
き
家
バ
ン
ク
の
利
活
用
に

対
し
て
の
反
応
や
、
移
住
・
定

住
に
対
し
て
の
手
厚
い
支
援
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

村
長

　現
在
の
登
録
物
件
は
２

件
で
、
問
い
合
わ
せ
や
相
談
も

あ
り
ま
す
。

　支
援
と
し
て
は
県
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
金
や
村
の
持
家
住
宅
補

助
金
の
か
さ
上
げ
を
し
て
い
ま

す
。

問

　村
の
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
の
問
い
に
、
費
用
が
か
か

り
す
ぎ
る
の
で
、
役
場
以
外
で

の
諸
証
明
の
発
行
は
難
し
い
と

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
所

持
率
に
つ
い
て
も
私
が
説
明
し

ま
し
た
が
、
現
在
の
考
え
は
。

村
長

　村
も
各
施
策
を
展
開
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
県
よ
り
財

政
支
援
が
あ
り
、
令
和
５
年
４

月
か
ら
コ
ン
ビ
ニ
で
の
住
民
票

等
の
交
付
が
で
き
る
よ
う
、
準

備
を
進
め
て
い
ま
す
。

問

　旧
古
口
小
学
校
跡
地
と
グ

ラ
ウ
ン
ド
活
用
の
問
い
に
、
定

住
対
策
を
含
め
た
集
合
住
宅
の

計
画
を
検
討
し
て
い
く
と
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
況
は
。

旧角川村、国民健康保険発祥地とされています

各種会議等に参加している地域おこし協力隊

マイナンバーカード



問

　防
災
対
策
、
災
害
発
生
時

等
の
高
齢
者
・
自
宅
療
養
者
の

避
難
支
援
体
制
は
。
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村
の
農
地
整
備
計
画
は

問

　６
月
定
例
会
に
続
き
、
村

の
均
衡
あ
る
発
展
と
い
う
視
点

と
共
に
荒
廃
農
地
対
策
・
後
継

者
問
題
、
さ
ら
に
は
古
口
地
区

の
高
規
格
道
路
買
収
か
ら
も
早

急
に
農
地
基
本
整
備
計
画
が
必

要
と
思
い
ま
す
。

　今
後
、
村
内
未
整
備
農
地
の

整
備
計
画
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

村
長

　古
口
・
角
川
地
区
の
ほ

場
整
備
事
業
は
、
村
の
重
要
課

題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　村
全
体
の
整
備
計
画
に
関
し

て
は
、
各
地
区
の
経
営
状
況
や

後
継
者
等
を
検
討
し
管
理
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
自
宅
療
養
者
の
避
難
支
援

　
　体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か

村
整
備
住
宅
の
入
居
状

況
、
管
理
状
況
等
は

除
雪
車
運
転
手
の
公
募

要
件
、
応
募
状
況
等
は

一般質問 一般質問

　農
業
関
係
の
整
備
事
業
は
、

農
家
の
費
用
負
担
が
伴
い
農
家

の
皆
さ
ん
の
意
欲
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　荒
廃
農
地
対
策
や
後
継
者
・

担
い
手
育
成
の
課
題
を
含
め
、

特
に
古
口
地
区
は
高
規
格
道
路

の
路
線
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問

　事
業
の
採
択
申
請
に
は
、

地
元
関
係
者
の
同
意
や
図
面
等

が
必
要
で
多
額
の
経
費
を
要
し

ま
す
が
、
県
単
独
事
業
に
よ
る

４
割
補
助
で
す
。

　村
に
お
け
る
未
整
備
地
区
全

体
を
村
が
主
体
的
に
計
画
を
立

案
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
村

長
の
決
断
あ
る
回
答
を
求
め
ま

す
。

村
長

　未
整
備
地
区
の
計
画
策

定
は
、
確
か
に
県
単
の
４
割
補

助
の
事
業
と
な
り
農
家
負
担
が

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
村
が
主
体
的
に
計

画
す
る
こ
と
は
、
農
家
負
担
が

あ
る
事
業
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
同
意
や
農
家
の
意
欲
、

熱
意
に
よ
っ
て
計
画
を
策
定
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
計
画
策
定
に
対
す
る

村
の
負
担
は
財
政
事
情
を
考
慮

し
、
事
案
ご
と
に
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問

　近
年
の
農
業
事
情
等
を
鑑

み
れ
ば
、
地
権
者
の
高
齢
化
が

進
み
農
地
を
委
託
し
て
い
る
農

家
が
多
数
で
す
。
ま
し
て
過
去

の
農
地
売
買
価
格
と
比
べ
、
現

在
は
５
分
の
１
程
度
で
整
備
は

必
要
と
思
い
つ
つ
も
投
資
意
欲

は
減
退
の
極
み
と
思
い
ま
す
。

村
に
お
い
て
の
未
整
備
地
は
多

く
は
な
い
と
思
う
の
で
採
択
ま

で
の
計
画
は
村
が
計
画
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
村
長
の
決
断
を

求
め
ま
す
。

村
長

　地
元
か
ら
、
様
々
な
整

備
に
関
す
る
要
望
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
後
、
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。

村
長

　自
力
避
難
困
難
な
要
支

援
者
は
親
せ
き
や
知
人
な
ど
普

段
交
流
の
あ
る
方
に
避
難
時
、

関
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
行

政
で
は
民
生
委
員
等
を
通
じ
所

在
や
状
況
の
把
握
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
改
正
災
害
対
策
基
本

法
に
よ
り
、
避
難
困
難
な
高
齢

者
や
障
害
者
の
個
別
避
難
計
画

の
策
定
が
自
治
体
の
努
力
義
務

と
な
り
ま
し
た
。
計
画
作
成
の

対
象
は
要
支
援
者
名
簿
登
録
者

で
、
内
容
開
示
に
同
意
し
て
い

る
人
で
す
。
民
生
委
員
や
地
区

会
へ
説
明
し
、
名
簿
と
計
画
書

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
個

別
計
画
で
特
定
さ
れ
た
援
護
者

が
要
支
援
者
の
避
難
時
に
関
り

を
持
つ
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り

速
や
か
に
避
難
で
き
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

問

　村
営
住
宅
、
子
育
て
応
援

住
宅
の
入
居
状
況
は
ど
う
な
の

か
、
年
数
が
経
過
し
た
住
宅
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

村
長

　全
体
の
入
居
率
は
80
％

で
、
全
73
戸
の
う
ち
５
９
戸
が

入
居
し
て
い
ま
す
。

　基
本
的
に
修
繕
は
入
居
者
が

退
去
す
る
際
に
行
い
、
村
へ
返

却
し
、
入
居
中
の
責
め
に
よ
る

も
の
や
日
常
の
軽
微
な
修
繕
も

入
居
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
棟
ご
と
に
状
況
に
違

い
は
あ
り
ま
す
が
村
と
し
て
修

繕
し
な
が
ら
維
持
管
理
し
て
い

く
方
針
で
す
。

　子
育
て
応
援
住
宅
の
入
居
状

況
は
15
戸
中
７
戸
で
、
新
聞
等

で
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
早
く
全
戸
に
入
居
い

た
だ
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問

　除
雪
車
運
転
手
の
公
募
、

勤
務
時
間
は
。

村
長

　応
募
が
な
く
再
度
、
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
任
用
期

間
は
70
歳
ま
で
で
す
。
除
雪
作

業
を
通
勤
通
学
の
時
間
帯
の
７

時
前
後
ま
で
完
了
さ
せ
る
た
め

午
前
０
時
に
出
勤
、
作
業
し
早

出
の
場
合
11
時
45
分
が
終
業
で
、

午
前
の
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は

２
回
目
の
除
雪
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

問

　村
長
の
今
後
の
村
政
に
対

す
る
考
え
は
。

村
長

　次
期
村
長
選
挙
に
は
出

馬
せ
ず
５
期
20
年
を
区
切
り
と

し
ま
し
た
。
村
民
、
議
員
各
位

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
残
り

の
任
期
を
し
っ
か
り
と
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
期
村
長
選
挙

　
　
　へ
の
考
え
は

令和元年度防災訓練の様子

子育て応援住宅

除雪作業

高規格道路ルート予定の未整備ほ場



問

　防
災
対
策
、
災
害
発
生
時

等
の
高
齢
者
・
自
宅
療
養
者
の

避
難
支
援
体
制
は
。

⑪　とざわむら議会だより　第145号 令和４年　9月定例会　⑩

岡田孝一　議員伊藤　一　議員

村
の
農
地
整
備
計
画
は

問

　６
月
定
例
会
に
続
き
、
村

の
均
衡
あ
る
発
展
と
い
う
視
点

と
共
に
荒
廃
農
地
対
策
・
後
継

者
問
題
、
さ
ら
に
は
古
口
地
区

の
高
規
格
道
路
買
収
か
ら
も
早

急
に
農
地
基
本
整
備
計
画
が
必

要
と
思
い
ま
す
。

　今
後
、
村
内
未
整
備
農
地
の

整
備
計
画
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

村
長

　古
口
・
角
川
地
区
の
ほ

場
整
備
事
業
は
、
村
の
重
要
課

題
の
一
つ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　村
全
体
の
整
備
計
画
に
関
し

て
は
、
各
地
区
の
経
営
状
況
や

後
継
者
等
を
検
討
し
管
理
計
画

を
策
定
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
・
自
宅
療
養
者
の
避
難
支
援

　
　体
制
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か

村
整
備
住
宅
の
入
居
状

況
、
管
理
状
況
等
は

除
雪
車
運
転
手
の
公
募

要
件
、
応
募
状
況
等
は

一般質問 一般質問

　農
業
関
係
の
整
備
事
業
は
、

農
家
の
費
用
負
担
が
伴
い
農
家

の
皆
さ
ん
の
意
欲
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

　荒
廃
農
地
対
策
や
後
継
者
・

担
い
手
育
成
の
課
題
を
含
め
、

特
に
古
口
地
区
は
高
規
格
道
路

の
路
線
が
示
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
説
明
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
協
議
を
進
め
て
い
き
ま

す
。

問

　事
業
の
採
択
申
請
に
は
、

地
元
関
係
者
の
同
意
や
図
面
等

が
必
要
で
多
額
の
経
費
を
要
し

ま
す
が
、
県
単
独
事
業
に
よ
る

４
割
補
助
で
す
。

　村
に
お
け
る
未
整
備
地
区
全

体
を
村
が
主
体
的
に
計
画
を
立

案
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
村

長
の
決
断
あ
る
回
答
を
求
め
ま

す
。

村
長

　未
整
備
地
区
の
計
画
策

定
は
、
確
か
に
県
単
の
４
割
補

助
の
事
業
と
な
り
農
家
負
担
が

大
き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　た
だ
し
、
村
が
主
体
的
に
計

画
す
る
こ
と
は
、
農
家
負
担
が

あ
る
事
業
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
同
意
や
農
家
の
意
欲
、

熱
意
に
よ
っ
て
計
画
を
策
定
す

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
計
画
策
定
に
対
す
る

村
の
負
担
は
財
政
事
情
を
考
慮

し
、
事
案
ご
と
に
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問

　近
年
の
農
業
事
情
等
を
鑑

み
れ
ば
、
地
権
者
の
高
齢
化
が

進
み
農
地
を
委
託
し
て
い
る
農

家
が
多
数
で
す
。
ま
し
て
過
去

の
農
地
売
買
価
格
と
比
べ
、
現

在
は
５
分
の
１
程
度
で
整
備
は

必
要
と
思
い
つ
つ
も
投
資
意
欲

は
減
退
の
極
み
と
思
い
ま
す
。

村
に
お
い
て
の
未
整
備
地
は
多

く
は
な
い
と
思
う
の
で
採
択
ま

で
の
計
画
は
村
が
計
画
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。
村
長
の
決
断
を

求
め
ま
す
。

村
長

　地
元
か
ら
、
様
々
な
整

備
に
関
す
る
要
望
を
受
け
て
い

ま
す
。
今
後
、
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。

村
長

　自
力
避
難
困
難
な
要
支

援
者
は
親
せ
き
や
知
人
な
ど
普

段
交
流
の
あ
る
方
に
避
難
時
、

関
り
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
行

政
で
は
民
生
委
員
等
を
通
じ
所

在
や
状
況
の
把
握
に
努
め
て
き

ま
し
た
。
改
正
災
害
対
策
基
本

法
に
よ
り
、
避
難
困
難
な
高
齢

者
や
障
害
者
の
個
別
避
難
計
画

の
策
定
が
自
治
体
の
努
力
義
務

と
な
り
ま
し
た
。
計
画
作
成
の

対
象
は
要
支
援
者
名
簿
登
録
者

で
、
内
容
開
示
に
同
意
し
て
い

る
人
で
す
。
民
生
委
員
や
地
区

会
へ
説
明
し
、
名
簿
と
計
画
書

を
作
成
し
ま
し
た
。
今
後
は
個

別
計
画
で
特
定
さ
れ
た
援
護
者

が
要
支
援
者
の
避
難
時
に
関
り

を
持
つ
た
め
、
こ
れ
ま
で
よ
り

速
や
か
に
避
難
で
き
る
こ
と
が

期
待
で
き
ま
す
。

問

　村
営
住
宅
、
子
育
て
応
援

住
宅
の
入
居
状
況
は
ど
う
な
の

か
、
年
数
が
経
過
し
た
住
宅
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

村
長

　全
体
の
入
居
率
は
80
％

で
、
全
73
戸
の
う
ち
５
９
戸
が

入
居
し
て
い
ま
す
。

　基
本
的
に
修
繕
は
入
居
者
が

退
去
す
る
際
に
行
い
、
村
へ
返

却
し
、
入
居
中
の
責
め
に
よ
る

も
の
や
日
常
の
軽
微
な
修
繕
も

入
居
者
が
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
棟
ご
と
に
状
況
に
違

い
は
あ
り
ま
す
が
村
と
し
て
修

繕
し
な
が
ら
維
持
管
理
し
て
い

く
方
針
で
す
。

　子
育
て
応
援
住
宅
の
入
居
状

況
は
15
戸
中
７
戸
で
、
新
聞
等

で
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
で

き
る
だ
け
早
く
全
戸
に
入
居
い

た
だ
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

問

　除
雪
車
運
転
手
の
公
募
、

勤
務
時
間
は
。

村
長

　応
募
が
な
く
再
度
、
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
任
用
期

間
は
70
歳
ま
で
で
す
。
除
雪
作

業
を
通
勤
通
学
の
時
間
帯
の
７

時
前
後
ま
で
完
了
さ
せ
る
た
め

午
前
０
時
に
出
勤
、
作
業
し
早

出
の
場
合
11
時
45
分
が
終
業
で
、

午
前
の
降
雪
状
況
に
よ
っ
て
は

２
回
目
の
除
雪
に
も
対
応
し
て

い
ま
す
。

問

　村
長
の
今
後
の
村
政
に
対

す
る
考
え
は
。

村
長

　次
期
村
長
選
挙
に
は
出

馬
せ
ず
５
期
20
年
を
区
切
り
と

し
ま
し
た
。
村
民
、
議
員
各
位

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
残
り

の
任
期
を
し
っ
か
り
と
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
期
村
長
選
挙

　
　
　へ
の
考
え
は

令和元年度防災訓練の様子

子育て応援住宅

除雪作業

高規格道路ルート予定の未整備ほ場
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議会日誌（７月～９月）

１日　令和４年度国道47号・新庄酒田地域高規格
　　　道路整備促進期成同盟会役員会・総会
３日　令和４年度戸沢村消防操法大会
４日　山形県町村議会議長会正副会長、理事合同会議
５日　舟形大蔵戸沢間道路整備促進期成同盟会監査
　　　最上広域市町村圏事務組合現場監査
６日　福島県金山町議会行政視察
７日　最上広域市町村圏事務組合現場監査
　　　川の駅くさなぎグランピング施設地鎮祭
13～15日　最上市町村議会視察研修
14日　第39回町村議会広報研修会
15日　鮭川村議会行政視察
19日　舟形大蔵戸沢間道路整備促進期成同盟会総会
21日　例月出納検査
22日　東北農林専門職大学（仮称）
　　　校舎新築工事安全祈願祭
25日　令和４年度知事と町村議会議長との意見交換会
26～27日　最上広域市町村圏事務組合書類監査
27～28日　令和３年度戸沢村各種会計決算審査
28日　最上県政懇話会例会

８日　山形県町村監査委員協議会臨時総会
　　　山形県町村監査委員研修会
10日　議員全員協議会

９月

議
会
広
報
常
任
委
員
会
報
告

15日　令和４年度戸沢村20歳の集い
22日　最上広域市町村圏事務組合例月出納検査
23日　山形県金山町議会行政視察
24日　例月出納検査
25日　議会運営委員会
31日　令和４年度戸沢村戦没者追悼式

２日　議員全員協議会
　　　新庄最上地域で考える
　　　これからの「地方創生」シンポジウム
５日　最上広域市町村圏事務組合決算審査
７日～13日　９月定例会・決算特別委員会
13日　議会広報常任委員会
　　　戸沢村議会・戸沢村合同研修会
14日　「TOZAWAツーリズム協議会」下刈り活動
20日～21日　令和４年度町村議会広報研修会
24日　令和４年度戸沢保育園運動会
26日　議会広報常任委員会
　　　戸沢村観光物産協会理事会
27日　例月出納検査
　　　最上県政懇話会例会
29日　第10回戸沢村老人クラブ連合会
　　　グラウンドゴルフ大会
　　　第11回戸沢村・庄内町地域連携フォーラム
30日　秋の交通安全県民運動

７月

８月

　
Ｔ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

は
、
最
上
川
・
最
上
峡
の
維
持
管
理
、

整
備
、
保
全
を
目
的
に
平
成
30
年
５
月

に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
９
月
14
日
、
協
議
会
の
構
成
会
員
の

古
口
自
治
会
・
古
口
乙
夜
塾
・
最
上
峡

芭
蕉
ラ
イ
ン
観
光
（
株
）
の
皆
さ
ん
、

戸
沢
村
、
戸
沢
村
議
会
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
残
暑
が
厳
し
い
中
、
繁
茂
し
て
い
る

笹
竹
等
を
持
参
し
た
草
刈
り
機
械
で
刈

り
取
り
ま
し
た
。

　
作
業
後
は
見
通
し
が
良
く
な
り
、
か

つ
て
植
樹
し
た
桜
に
日
差
し
が
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
定
例
議
会
終
了
後
、
議
会
だ

よ
り
発
行
に
向
け
常
任
委
員
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
議
会
広

報
を
、
村
民
皆
様
に
「
読
み
伝

わ
る
広
報
」
を
基
本
に
紙
面
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
編
集
技
術
の
向
上
に
む
け
、

県
町
村
議
長
会
主
催
の
研
修
会

（
７
月
14
日
開
催
）
と
全
国
町

村
議
長
会
主
催
の
研
修
会
（
９

月
20
日
開
催
）
に
常
任
委
員
全

員
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全

国
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。

「TOZAWAツーリズム協議会」下刈り活動「TOZAWAツーリズム協議会」下刈り活動

第39回 山形県町村議会広報研修会

令和４年度 全国町村議会広報研修会

　
両
研
修
と
も
、
住
民
に
情
報

を
伝
え
る
た
め
に
は
、
読
者
目

線
で
読
み
や
す
く
、
紙
面
に
住

民
が
参
加
し
て
い
る
紙
面
づ
く

り
に
向
け
て
の
研
修
で
し
た
。

　
皆
様
に
、
読
ん
で
頂
き
、
伝

わ
る
議
会
広
報
の
紙
面
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
読
者

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
取
材
の
際
は

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
加
藤
　
政
一

場
規
模
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、

世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
拡
大
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
青
年
層
の

就
業
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
全

国
１
８
２
地
区
で
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
が
図
ら
れ
農
業
産
業

の
成
長
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
新
た

な
経
営
戦
略
の
構
築
、
実
践
、

検
証
の
う
え
、
更
な
る
展
開
へ

と
つ
な
げ
、
国
際
的
に
も
比
肩

す
る
こ
と
が
で
き
る
農
林
業
経

営
者
の
育
成
が
必
要
と
な
る
た

め
に
、
「
東
北
農
林
専
門
職
大

学
（
仮
称
）
」
の
設
置
が
現
在

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
就
農
、
森
林
業
就
業
１
０
０

％
を
目
指
す
東
日
本
初
の
４
年

制
大
学
で
す
。
学
部
は
農
林
業

経
営
学
部
（
仮
称
）
１
学
部
、

学
科
は
農
業
経
営
学
科
、
森
林

業
経
営
学
科
（
仮
称
）
の
２
学

科
で
す
。
学
内
実
施
の
ほ
か
に

実
地
体
験
実
習
等
々
豊
富
な
実

習
も
行
い
ま
す
。
日
本
を
牽
引

す
る
農
林
業
経
営
者
が
輩
出
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
入
学
定
員
は
40
名
、
収
容
定

員
は
１
６
８
名
で
す
。
開
学
は

令
和
６
年
４
月
予
定
。

〜
東
北
農
林
専
門
職
大
学（
仮
称
）の
目
指
す
も
の
〜

戸
沢
村
議
会
・
戸
沢
村
合
同
研
修
会

①生産管理、経営管理の両方が学べます
②発酵、醸造、建築等幅広い分野が学べます
③学内外での豊富な実習
④充実した教員体制
⑤１学年40人少人数教育

東北農林専門職大学　10のポイント

⑥国際化にも対応（ビジネス英語等 ）々
⑦オール山形で応援
⑧東北全体が学びのキャンパス
⑨地域との交流
⑩新しく充実した学習環境

　
９
月
13
日
、
山
形
県
農
林
水

産
部
、
神
山
修
専
門
職
大
学
整

備
推
進
監
を
お
招
き
し
、
東
北

農
林
専
門
職
大
学
（
仮
称
）
の

目
指
す
も
の
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、

講
演
内
容
の
抜
粋
で
す
。

　
国
内
に
お
け
る
農
作
物
の
市
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Ｔ
Ｏ
Ｚ
Ａ
Ｗ
Ａ
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会

は
、
最
上
川
・
最
上
峡
の
維
持
管
理
、

整
備
、
保
全
を
目
的
に
平
成
30
年
５
月

に
結
成
さ
れ
た
団
体
で
す
。

　
９
月
14
日
、
協
議
会
の
構
成
会
員
の

古
口
自
治
会
・
古
口
乙
夜
塾
・
最
上
峡

芭
蕉
ラ
イ
ン
観
光
（
株
）
の
皆
さ
ん
、

戸
沢
村
、
戸
沢
村
議
会
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
残
暑
が
厳
し
い
中
、
繁
茂
し
て
い
る

笹
竹
等
を
持
参
し
た
草
刈
り
機
械
で
刈

り
取
り
ま
し
た
。

　
作
業
後
は
見
通
し
が
良
く
な
り
、
か

つ
て
植
樹
し
た
桜
に
日
差
し
が
届
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
定
例
議
会
終
了
後
、
議
会
だ

よ
り
発
行
に
向
け
常
任
委
員
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
議
会
広

報
を
、
村
民
皆
様
に
「
読
み
伝

わ
る
広
報
」
を
基
本
に
紙
面
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
編
集
技
術
の
向
上
に
む
け
、

県
町
村
議
長
会
主
催
の
研
修
会

（
７
月
14
日
開
催
）
と
全
国
町

村
議
長
会
主
催
の
研
修
会
（
９

月
20
日
開
催
）
に
常
任
委
員
全

員
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全

国
研
修
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
３
年
ぶ
り
の

開
催
で
す
。

「TOZAWAツーリズム協議会」下刈り活動「TOZAWAツーリズム協議会」下刈り活動

第39回 山形県町村議会広報研修会

令和４年度 全国町村議会広報研修会

　
両
研
修
と
も
、
住
民
に
情
報

を
伝
え
る
た
め
に
は
、
読
者
目

線
で
読
み
や
す
く
、
紙
面
に
住

民
が
参
加
し
て
い
る
紙
面
づ
く

り
に
向
け
て
の
研
修
で
し
た
。

　
皆
様
に
、
読
ん
で
頂
き
、
伝

わ
る
議
会
広
報
の
紙
面
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。
読
者

皆
様
の
ご
意
見
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
取
材
の
際
は

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　
　
委
員
長
　
加
藤
　
政
一

場
規
模
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、

世
界
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
拡
大
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
農
業
従
事
者

の
高
齢
化
が
進
み
、
青
年
層
の

就
業
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
令
和
元
年
度
か
ら
全

国
１
８
２
地
区
で
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
が
図
ら
れ
農
業
産
業

の
成
長
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、
新
た

な
経
営
戦
略
の
構
築
、
実
践
、

検
証
の
う
え
、
更
な
る
展
開
へ

と
つ
な
げ
、
国
際
的
に
も
比
肩

す
る
こ
と
が
で
き
る
農
林
業
経

営
者
の
育
成
が
必
要
と
な
る
た

め
に
、
「
東
北
農
林
専
門
職
大

学
（
仮
称
）
」
の
設
置
が
現
在

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
就
農
、
森
林
業
就
業
１
０
０

％
を
目
指
す
東
日
本
初
の
４
年

制
大
学
で
す
。
学
部
は
農
林
業

経
営
学
部
（
仮
称
）
１
学
部
、

学
科
は
農
業
経
営
学
科
、
森
林

業
経
営
学
科
（
仮
称
）
の
２
学

科
で
す
。
学
内
実
施
の
ほ
か
に

実
地
体
験
実
習
等
々
豊
富
な
実

習
も
行
い
ま
す
。
日
本
を
牽
引

す
る
農
林
業
経
営
者
が
輩
出
さ

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
入
学
定
員
は
40
名
、
収
容
定

員
は
１
６
８
名
で
す
。
開
学
は

令
和
６
年
４
月
予
定
。

〜
東
北
農
林
専
門
職
大
学（
仮
称
）の
目
指
す
も
の
〜

戸
沢
村
議
会
・
戸
沢
村
合
同
研
修
会

①生産管理、経営管理の両方が学べます
②発酵、醸造、建築等幅広い分野が学べます
③学内外での豊富な実習
④充実した教員体制
⑤１学年40人少人数教育

東北農林専門職大学　10のポイント

⑥国際化にも対応（ビジネス英語等 ）々
⑦オール山形で応援
⑧東北全体が学びのキャンパス
⑨地域との交流
⑩新しく充実した学習環境

　
９
月
13
日
、
山
形
県
農
林
水

産
部
、
神
山
修
専
門
職
大
学
整

備
推
進
監
を
お
招
き
し
、
東
北

農
林
専
門
職
大
学
（
仮
称
）
の

目
指
す
も
の
を
テ
ー
マ
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
、

講
演
内
容
の
抜
粋
で
す
。

　
国
内
に
お
け
る
農
作
物
の
市
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実
り
の
秋
を
迎
え
、
戸
沢
学
園
５
年
生
に

よ
る
稲
刈
り
が
10
月
６
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
地
域
の
先
生
の
指
導
を
受
け
刈
っ
た
稲
の

束
ね
方
や
、
今
で
は
目
に
す
る
事
が
出
来
な

い
杭
掛
け
を
体
験
さ
れ
、
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
を
学
ば
れ
ま
し
た
。

　
指
導
し
て
下
さ
っ
た
地
域
の
方
、
田
ん
ぼ

を
貸
し
て
下
さ
っ
た
方
や
、
豊
な
自
然
と
大

地
に
感
謝
し
、
食
の
大
切
さ
を
忘
れ
な
い
で

下
さ
い
。

　
実
り
の
秋
、
水
田
で
は
コ
ン
バ
イ
ン
が
大

き
く
エ
ン
ジ
ン
音
を
立
て
て
、
刈
り
取
り
作

業
を
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
１
４
５
号
が
皆

さ
ん
の
お
手
元
に
届
く
頃
に
は
、
刈
り
取
り

が
終
わ
り
、
お
い
し
い
お
米
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
村
で
は
10
月
８
日
の
村
民

フ
ォ
ー
ラ
ム
、
11
月
６
日
の
旬
の
市
、
そ
ば

祭
り
な
ど
、
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

村
の
文
化
や
お
い
し
さ
に
触
れ
、
村
の
魅
力

を
再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
も
、
親
し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会
委
員
　
柿
﨑
　
英
矢

表
紙
の
言
葉

議会傍聴のお知らせ

12月7日㈬～9日㈮

本議会は、インターネットでもご覧
いただけます。詳しくは議会事務局
☎72-2113にお問い合せください。

次の定例会の予定は下記のとおりです。

10
月
10
日
︵
大
安
︶に
戸
沢
学
園
９
年
生
が
羽
黒
山
・
出
羽
三
山
神
社
で
そ
れ

ぞ
れ
の
道
に
進
む
た
め
�
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
�
当
日
は
雨
降
り
で
し
た

が
�
集
合
写
真
撮
影
時
は
�
９
年
生
パ
ワ
�
で
雨
が
あ
が
り
ま
し
た
�

合格祈願合格祈願9月
定
例
会
令
和
3
年
度

令
和
３
年
度

3
p

4
～5

p 条
例
改
正
・
規
約
改
正
・
契
約
・
人
事
案
件
　
常
任
委
員
会
報
告

合
格
祈
願
　
表
紙
の
言
葉
　
編
集
後
記

6
～11

p
村
政
を
問
い
正
す
！
9月
定
例
会
で
の
一
般
質
問
 5
議
員
登
壇

2
p

歳
出
総
額
6
0
億
2
5
1
7
万
円
を
認
定

一
般
会
計
決
算
審
査
／
特
別
会
計
決
算
審
査

12
～13

p
14

p
議
会
広
報
常
任
委
員
会
／
議
会
日
誌
／
東
北
農
林
専
門
職
大
学




